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第 111 回  共育セミナー 
最高の幸せ、それは「平和」であること！この幸せをちょっと考えてみませか！ 
ゲストスピーカー 永井 圭子さん 平原 久子さん 
（大和市平和都市推進事業実行委員会）   開催(4 月 12 日)報告 

 

 

４月の展示コーナー 

共育ボードより  

 

市民交流スペース内の「展示コ

ーナー」では、個人・団体の活動

の紹介や作品展を行うことができ

ます。申込み方法については、大

和市民活動センターまでお問い合

わせ下さい。 

 

ひまわりの会 
 

大和市次世代に戦争の記憶をつなげる条例  
平成 14年 9月 27日 条例 第 27号 

（目的） 

第1条 第 1 条  この条例は、「大和市平和都市宣言」の理念のもとに、市民の平和 

第2条         に対する意識の高揚、平和の意義の啓発を推進するため、次世代 

に戦争の記憶をつなげていくことを目的とする。 

 (用語の意義)  

第 2 条  この条例で、「語り部」とは戦時体験及び追体験を有する者のうち、 

その体験を次世代に語りつぐ意欲のある者をいう。 

第1条  (推進内容)  

第2条 第 3 条  市長は、平和教育の推進に関する次の事業を実施する。  

第3条        (1) 語り部による市民を対象とした講話会 (2) 市内の小学校及び 

第4条            中学校その他規則で定める学校からの求めに応じた語り部の派遣 

第5条         市長は、戦時体験の継承に関する次の事業を実施する。  

第6条        (1) 語り部の発掘  (2) 語り部による講話の記録及び保存 

第7条 （以下略） 

NHKが、100歳 100人に行った、「人生で最もうれしかったことは？」の

アンケート調査で、最も多かった回答は、「戦争が終わって平和になった 

こと」でした。 

あわせて、今年、戦後 80年を迎えることから、「平和の幸せ」をテーマに

共育セミナー開催しました。 

スピーカーには、大和市 平和都市推進事業実行委員会の永井圭子 

会長と、平原久子委員をお迎えしました 

永井圭子会長は、実行委員会の活動や「大和市次世代に戦争の記憶

をつなげる条例」などを、また、平原久子委員には、学童疎開船が沈没し

た「対馬丸」の映画や戦争当時の食べ物のことなど、それぞれ大変興味深

いお話をしていただきました。 

また、セミナーでは、戦争体験者の高齢化が進む中で、NHKが放映し

た、広島の女子高校生が終戦直後の厳しい状況の中でも満面の笑顔で 

写真に写っている、当時の女子高校生に会いに行く映像を紹介しました。

結局、写真に写った方（写真の一番左の長髪の方）からは、高齢を理由に

会うことはできませんでした。しかし、その方から学校に手紙が届き、笑顔の

理由につて、「戦争が終わって平和になり本当に幸せでした。お腹はいつも

空いていましたが、うれしくて笑顔になっていました。」と綴られていました。 

今回のセミナーには、柏木学園高等学校の生徒さんと濱谷先生、また

大学生、新社会人などの若い方にも参加していただきましたので、このよう

な戦争を知る活動について、直に若い方と席を並べて意見交換などの交

流ができたことは、大変良かったと思います。 

また、同じように終戦直後に笑顔で写る女子高校生の写真なども紹介さ

せていただきました（写真右）。 

最後に、みんなで「里の秋」や「ぞうれっしゃよはしれ」の歌詞の意味や想

いなどを考え、合唱し、その余韻の中で共育セミナーは終了しました。 

（白井 博） 

 

           ★どれもこれもすごいですね。楽しませて頂きました ★仲良し親子ステキです ★同じ七福

神でも趣が変わり素敵！それぞれ個性が出て楽しいです ★全て、すてきですね。こんごもこのような活動をが

んばってください！色んなバージョンで作っていくのも一つの作品ですね！とてもすてきな作品がみれてうれし

いです。がんばってください ★楽しい七福神、愉快な七福神、賢い七福神、笑える七福神、幸せを呼ぶ七福

神、夢が生まれる七福神、これで揃った七福神 ★全部の作品すてきです。特に花と蝶が好きです ★仲良し

親子：すごくかわいくて、こんな島が見てみたいです。どうやったらそんなにこまかいところまでできるのかぎもん

に思いました。ムーミンの休日：家族みたいに楽しそうでいいなと思うし、どういう思いでだい名にしたのかきにな

りました。かわいくて、自然とムーミンがどんなふうにくらしているのかがかんじられました ★仲良し親子のさくひ

んのシマエナガがまるくてかわいらしいと思いました ★ぜんぶ絵がうまい 111すごい!!!!!! ★ムーミンの切り絵す

ごく素敵です！細かい所もきれいに切ってあって、すごい！白をきちょうとした作品いいね！ ★とてもスゴカッ

タ。これからも応えんしてます。頑張ってください ★すごいです。えがうまいです ★とてもすごくうまい絵ですね!! 

★美しくかわいい切り絵ですね！ ★すずめの宿はすごく細かいところもはっきりわかりやすくかいていて個人的

に一番好きです ★すべての作品の細かさに感心しました。素敵な作品をありがとうございます。 ★春らしい 

作品達！明るい気持ちになります。七福神にほっこり笑顔になりました （以上抜粋） 

永井会長（右）と平原さん（左）は、

長きにわたり、平和の大切さを訴え

る活動を精力的に展開      

今年は戦後 80 年、平和都市推進事業実行委員会では、これ

まで、語り部の記録は DVDに残してきましたが、より多くの人に伝え

ようと YouTube チャンネルを開設して、戦争の記憶を伝えることを

始めています。世界はウクライナ、ガザと戦争状態が収束せず、唯

一の被爆国、日本の果たすべき使命は大きいはず。 

この日のセミナーには、高校生から社会人までの 6名の若者も参加。永井さん、平原
さんのお話に熱心に耳を傾けた。平和に関する活動やセミナーに、若い人が参加するこ
とはあまりなく、ゲストスピーカーも参加者も彼らへの期待は大きく、短い時間だったが意
見交換ができた。若者も戦時中のお話は聞きたいと思っていることも確認できたし、「平
和都市推進事業実行委員会」にも大学生が公募委員として活動しているとのこと。この
セミナーが、その広がりの端緒となることを期待する。            （船越 英一） 

2019年に訪ねた台湾にて      

1995年（終戦50周年・平和都

市宣言 10 周年）と、2009 年

（大和市制 50 周年記念事業）

に歌った「ぞうれっしゃがやって

きた」今年再びできるか？ 

若者が参加してくれました!!      

過去の平和都市推進事業チラシ     
琉球新報が対馬丸沈没を報道した新聞を発行 

 
前号のあの手この手で、第二次大戦中、さがみ野駅北側にあった高座海軍 

工廠（日本海軍の航空機生産工場）に台湾から約 8000人の若者が少年工とし 
て来日し、働いたことから、彼らが台湾に帰国後お金を出しあって、台湾亭という東屋を建設し、
大和市に寄贈したことは、過去の「あの手この手」表紙絵を振り返る形で紹介をしたし、今回の共
育セミナーのゲストスピーカーの平原久子さんもお話されていた通り、大和市が平和都市推進事業
を推進する際には、歴史的に大きなエポックメイキングなものであると考える。 

そんな台湾、千と千尋の神隠しの舞台として、九份
きゅうふん

、タピ
オカミルクティー、小籠包、マンゴーかき氷などのグルメ旅、
夜市や、昨年地震で被害にあったが花蓮県の太魯閣溪谷
など、日本人が観光で訪れやすいことでも知られているが、
太平洋戦争後、台湾の人たちがどんな苦労、生活をしてき
たのか知っている人や、思いを馳せる人も少ないのではない
だろうか。 
ぼくは、趣味の写真を通して、台湾料理の先生と出会い、

そのご縁で一般的な観光旅行ではなく、台湾を訪れる機会
を得て、ここでは詳しく記さないが、1947年に発生した二・二 

八事件、白色テロといった戒厳令下の台湾の負の歴史を少し学んだ。この辺りもみなさんにも客観的に歴史と
して知ってもらえればと思う。 

 
その歴史と言う意味で、映画：台湾アイデンティティー（劇場公開 2013年 7月 6日）を紹介する。 
日本統治下で日本語教育などを受けて育ち、現在（当時）は晩年を迎えた台湾の人々が、たくましくひたむ

きに生きてきた姿をとらえたドキュメンタリー。1895年（明治 28年）から 1945年（昭和 20年）までの半世紀、
日本の統治下にあった台湾で日本語教育を受けた「日本語世代」といわれる人々は、2013 年現在、人生の
晩年期を迎えていた。第 2 次世界大戦や二・二八事件など、歴史のうねりに巻き込まれ、人生を歩み直さなく
てはならなかった 6 人に寄り添い、彼らの語る過去の体験や日本に対して抱く愛情や悔恨から、未来を見つめ
ていく。監督は、日台の密接な歴史をひも解いたドキュメンタリー「台湾人生」（08）も手がけた酒井充子。 

（この項、映画.comホームページから抜粋） 
そして、今年 7 月、横浜市磯子区真照寺に「台湾人慰霊碑」が建立される。太平洋戦争で旧日本軍の軍

人・軍属として犠牲となった約 3 万人の台湾人を慰霊するという、元日本兵で横浜台湾同郷会名誉顧問の呉
正男さん(97)の悲願がかなうということだ。（東京新聞 2025年 3月 15日号） 
呉さんとは、料理の先生を通して、ご縁がある。昨年 8 月 16 日は、NHK ラジオ第一放送で、「ボ

イス～戦争体験者からのメッセージ～台湾生まれ・日本兵として死を覚悟大切なことを書いてなか
った」に出演されました。平和な世界の実現のために多者の視点から捉えることが必要と考える。 
  
呉正男（日本名：大山正男）さん：1927 年（昭和 2 年）生まれ。東京の中学に進学し、在学中に

陸軍特別幹部候補生に志願。現在の北朝鮮で敗戦。中央アジアの捕虜収容所で２年間、強制労働の
後、1947年 7月に日本へ戻るが、二・二八事件後の台湾へは帰ることができなかった。日本で大学 
卒業後、横浜華銀に就職。日本人の妻との間に一男をもうけたが帰化はしていない。横浜市在住。 
               （呉さん来歴：シネマジャーナルホームページ作品紹介より） 

この項文責 船越英一 

 

イラスト：望月則男     

大和市平和都市推進事業の主管

課は、「国際・市民共生課」と課名が

変更になりました 

台湾をめぐる雑感 
 

昭和 20年の女学生      
広島呉市のバレーボール女学生 

オーストラリア人記者の撮影（NHK放映） 


